
もに三叉状であるが、タダムツでは両側が大きく湾入し、明らかに左右の三角形の部分が横に大

きく広がって見える（写真 8・9）。このことは♀においても同様である。 
（（腹腹面面：：腹腹部部末末端端）） 

第 5 腹板において次のような違いが認められた （写真 10・11）。 
・チョウセンの方がタダムツより長い。♂においてより顕著である。 
・♂では、チョウセンは腹板中央会合部の末端から腹板先端まで直線的に切れ込むのに対し、

タダムツは湾曲し膨らみながら先端へ向かう。従ってチョウセンが鋭角に尖って見える。  
・♀では、末端の湾入部がチョウセンの方がタダムツより明らかに深い。 
参考までに♂交尾器を載せておく（写真 12）。 

 
 
 
 

 
 
 
 

本種はこれまで知られている寄主植物がマツ類（アカマツ）に限定されること、そのアカマツ

林が対馬では豆酘崎の他にはなかったこと、さらに豆酘崎のアカマツがマツクイムシの被害を受

け現在壊滅状態にあること等から、今後ますます得がたいタマムシになるものと思われる。実際、

2021 年以降は姿を見ることができていない。アカマツを含む対馬のマツ類は薄く点在しているの

で絶滅してしまうことはないと思うが、本種の発生にとってはかなり厳しい状況であることは間

違いないであろう。 
最後になるが、日頃より対馬の昆虫について情報交換をしていただいている日下部満氏、対馬

のマツ類の現状についてご教示いただいた掛澤明弘氏に感謝申し上げる。  
 
引引用用文文献献 
大桃定洋・福富宏和，2013．日本産タマムシ大図鑑，126．むし社，東京． 
 

（さかい よしあき 〒817-0032 長崎県対馬市厳原町久田 451-2） 

写真 12 ♂交尾器（左：全体 右：中央片

♀） 

写真 10 チョウセンムツボシタマムシ（左♂右♀） 写真 11 ムツボシタマムシ（左♂右♀） 

対対馬馬産産ミミンンミミンンゼゼミミのの色色彩彩変変異異ににつついいてて

境境 良良朗朗

ミンミンゼミHyalessa maculaticollis Motschulsky, 1866  にはミカド型（var. mikado）をはじめ多

くの色彩変異が見られる。対馬において通常の緑色を帯びたミカド型は北部及び南部を中心に見

ることができるが、極めて稀な赤色タイプのミカド型を採集・撮影しているので報告する。

1））1♂♂，，対対馬馬市市厳厳原原町町豆豆酘酘崎崎，，4-ⅧⅧ-2010．．（写真1・2）
背面は前胸背内片の一部及び腹部に暗褐色部を残すが、中胸背及び背弁は全面明るい赤褐色を

呈している。腹面は腹部両側を除き、地色及び腹弁、脚は更に明るい赤褐色である。翅脈も同様で

ある。

2））1♀♀，，対対馬馬市市厳厳原原町町豆豆酘酘崎崎，，28-ⅧⅧ-2010．．（写真3・4）
1）の個体より更に赤色化が進んだ個体。前胸背内片にわずかに暗褐色部を残すのみで、前胸背、

中胸背ともに明るい赤褐色である。腹部背面には暗褐色部が認められる。腹面は全面ほぼ一様に

明るい赤褐色を呈している。今まで見てきた中で一番赤味を帯びた個体である。

林（2016）は、ここにあげた個体のようにミカド型でありながら、色彩では赤色型に相当するよ

うな両型の特徴を兼ね備えた個体のことを「赤色型ミカドミンミン」（reddish-mikado）と名付け

て報告している。

また、このような変異型の出現について児島孝宣氏より、「ミンミンゼミのコンコロール型（一

色型）のようなもので、セミにおけるアルビ

ノの表現型と考えられることから、遺伝的な

ものといってよいのではないか」との見解を

頂いた（私信）。

3））1♀♀，，対対馬馬市市厳厳原原町町神神崎崎，，25-ⅧⅧ-2016．．撮撮影影

（写真5・6）
前2個体より赤色化は弱く、前胸背、中胸背

ともにうっすらと緑色を残している。1）2）
のような赤色タイプのミカド型と通常のミカ

ド型の中間に位置する個体である。

なお、通常型の淡緑色部が赤褐色に置き換

わる赤色型が報告されているが（林・堀田，

2019）、対馬では未見である。 
 
 

写真1：赤色タイプのミカド型（背面） 写真2：赤色タイプのミカド型（腹面） 

写真3：背面 写真4：腹面 
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ミンミンゼミは島内に広く分布しているが産地はやや局地的である。斑紋や鳴き声が朝鮮半島

のものに似ているといわれており、本土産に比べて明らかに背面の黒化傾向が強い。ミカド型が

北部と南部の両端に多く見られるのも不思議である。

最後になるが、ミンミンゼミの変異について文献を恵与されるとともに助言を頂いた児島孝宣

氏にお礼申し上げる。

引引用用文文献献

林 正美，2016．ミンミンゼミの色彩変異型．Cicada，23 1 ：7
林 正美・堀田佳之助，2019．神奈川県湘南地域におけるミンミンゼミ赤色型の再確認．Cicada， 

26 1 ：1-3
（さかい よしあき 〒817-0032 長崎県対馬市厳原町久田451-2） 

 
 
 
 

写真5 写真6 
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